
伊勢崎市境弓道場
（群馬県伊勢崎市境木島８２３）

※※※※ ごごごご注意注意注意注意
・ 本書に記載の内容は、群馬県伊勢崎市の境弓道場において、境弓道クラブが実施した安土の

整備方法を記載したものであり、正しく定めらる手順に従ったものではありません。
・ 本書に記載した ”安土” の漢字は、土偏に乃と木を書く 「あづち」 と同意味です。

後者は第三水準漢字となるため、正しく読み取る事が出来ない場合がある為、前述の
「安土」にて記載しました。

・ 安土に的を固定する串は、「合串」「候串」「剛串」「的串」など、諸々の呼び方がありますが、
本書では「合串」として記載しました。

◎ 本内容に関するお問い合せは、下のホームページより「お問合せ」からメールにてお願いします。

安土整備の手順

境弓道クラブ
平成23年10月30日

http://www.geocities.jp/sakai_kyudo_club/http://www.geocities.jp/sakai_kyudo_club/http://www.geocities.jp/sakai_kyudo_club/http://www.geocities.jp/sakai_kyudo_club/



１１１１ 事前準備事前準備事前準備事前準備

安土整備の１週間ほど前から、安土への水やりを止め、安土の水分量を減らしておきます。
それにより、整備時に砂をふるいへ掛けるのが容易になります。

２２２２ 安土安土安土安土のののの表面削取表面削取表面削取表面削取りりりり
安土の高さ方向に２カ所、水平に線を引きます。

下の線は的の上端部分ぐらいの位置とし、
上の線は的の上から安土天面までの残りの
半分程度とします。

その線に沿って安土の表面を棚状に削ります。

線を引いた位置が棚の張りとなるように削り、
それまでの表面を僅かに残します。

的の位置は深めに広く削り取ります。
その際は、棚を削り落とさないように注意します。

的の周囲のみ、安土が柔らかくなるように
仕上げる為です。

棚を作る事で、後の盛り土の際の崩落防止になります。



３３３３ 砂砂砂砂のののの改善改善改善改善

削り取った砂をふるいに掛け、石や的の木くず、
ゴミ等を取り除きます。
湿度の高い砂だと、この時点で大変苦労する
事になるので、事前に水やりをやめておく必要
があるのです。

必要に応じてオガクズを混ぜます。
オガクズは砂を柔らかくする役割とともに、
ツナギとしての役割があります。

オガクズは、可能な限り無垢材のクズを用い
ましょう。
合成材のクズは樹脂や防腐剤が含まれている
場合があり、土と馴染まない場合があります。

オガクズは1年ほどで土に還ってしまうので、
定期的に足してやることで安土を柔らかく
保つ事が出来ます。
おおよそ、砂１０に対して２～３の割合ぐらいが
良いでしょう。

オガクズは砂と均一に混ぜるようにします。
均一にならないと、安土に柔らかいところと
固いところが出来る為、崩落の原因となります。

建機レンタルなどでミキサーを借りて混ぜるのも
一つの手です。

この時、まだ水を足しません。
砂は、サラサラのままで攪拌して一カ所に
集めておきます。

４４４４ 床床床床のののの整備整備整備整備

砂の改善と並行して、安土の床を平らにします。

端から端に糸を張り、高低を見ながら床を平らに
ならします。

建機レンタルでランマーと呼ばれる転圧機を
借りて転圧するのも一手です。
ただし、床が柔らかい場合、転圧機の振動で
安土が崩れる場合がありますので、使用には
十分な判断が必要です。



５５５５ 砂砂砂砂のののの盛盛盛盛りつけりつけりつけりつけ

最も慎重さが必要な工程です。

棚状にした安土に、軽く水を掛け湿らせます。

そこに、３で用意した砂を、乾いたまま掛け、
掛けた砂に軽く水を掛けて湿らせ、コテで
馴らします。

砂を掛ける　→　水を掛ける　→　馴らす

を繰り返し、安土に土を盛っていきます。

盛る前の砂に水を含ませると、砂と水を混ぜる
のに苦労する為、この方法をとっています。

砂を大量に掛けて仕事を急ぐと、盛った砂の
内側に乾いた層が残ってしまい、途中で崩落を
起こしてしまうので、あせらず時間を掛けて
盛っていきます。

右の写真では、乾いた層が有った為、途中で崩れて
しまいました。

また、水を掛けすぎても、後で崩落の原因となるので
注意が必要です。

ある程度、盛りが進んだら、裏面が平らで大きめ
のコテで斜面の上下方向の凹凸を無くします。
窪みには盛りを加え、出た所は削りながら
調整していきます。

安土の斜度は、おおよそ５５°が目安となります。

砂を下から上へ持ち上げるようにしながら、凹凸と角度を
仕上げていきます。



横方向の波うちは、安土の斜面に水平に
糸を張り、水平方向の凹凸を観て調整して
いきます。

上下方向の調整と同様に、窪みは盛って、
張り出しは削って仕上げます。

ここまでで、用意された砂を使い切る様に
します。

おおよそ砂を積み終えたら、小一時間ほど
間を置きます。

作業の中で、どうしても水の多いところと
少ないところが生じてしまいます。 少し、
間を置く事で ”水分の分散” を図るのです。

砂の積み上げが最も重労働となりますので、
その間、人間の方も ”疲労の分散” を図り
ます（笑）。

６６６６ 仕上仕上仕上仕上げげげげ

安土の天は、板を用いて平らに仕上げます。

その時、天と斜面の角を落とさないように、
注意します。

角がしっかりと仕上がっているほど綺麗に
見えるものです。

必要であれば、角の位置に水平に糸を張り
高さと凹凸を調整して仕上げます。

斜面にコテを当てて仕上げをします。

コテ跡を付けないように軽くコテを当てて
仕上げていきます。

砂を使い切ってあるので、並行して道具の
片付けと、床面の箒がけをおこない、
周囲の整頓を進めます。



７７７７ 合串合串合串合串のののの位置出位置出位置出位置出しししし

一番的と最終的を規定の位置と高さに
合わせて取り付け、両的の合串間に
糸を張ります。

的の高さは、的の中心が地面から２７ｃｍの
位置です。

張った糸の高さで、残りの的位置に
合串を挿して位置出しをします。

全ての的を取り付け、合串の差し方向で
的の高さを合わせます。

実働　人員１０～１２名　にて、休憩１時間を挟み、おおよそ６～７時間程度の工程となります。
（手順に慣れていて、順調に作業が進んだ場合です、作業手順により差が生じます。）
炎天や、極寒を避け、春や秋頃に作業されるのが宜しいでしょう。



８８８８ 補足補足補足補足

境弓道場では、安土の床面にロール
カーペットを敷いています。

１ｍ当たり２００円程の安いカーペットで
すが、それを敷く事で床面の荒れ・乱れを
防ぎ、掃除もしやすくなるため、重宝して
います。

協力協力協力協力 ミキサー、ランマー
一輪車、他、借用 ： 鳶　杉本

（伊勢崎市境448-2）
オガクズ　提供 ： ヨシダ産業

（伊勢崎市日乃出町593） 有り難うございました。

実行実行実行実行 境弓道クラブ　雄志一同 お疲れ様でした。

Ｒｅｖ１．０３ 編輯：　増子浩史
平成24年2月12日


